
前回までの振り返りと
タイムライン総括表

について
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資料１



前回までの振り返り
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寝屋川流域水害タイムライン検討フロー
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第１回意思決定WG
想定災害シナリオの理解・共有、リスクの抽出

第２回意思決定WG
台風21号対応のふりかえり、防災行動項目の抽出

第３回意思決定WG
防災行動項目・タイミングの修正

H29.7.26

H29.8.28

H29.11.21

本日
H30.1.18

ブロック別WG
H30.

4月以降

発足式・第１回策定部会
タイムラインとは、流域市長によるタイムラインへの期待

⇒寝屋川流域水害タイムライン骨子（総括表）の完成



【第2回意思決定WG】
台風21号時の防災行動を振り返り
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台風21号時
の対応を、

日ごとに時系
列で整理。

苦慮した点等
を話し合った。



台風21号時の
対応を参考に、
さらに必要な
防災行動項目
を抽出し、

それらを７段階
のステージに
当てはめて
整理した
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【第2回意思決定WG】
防災行動項目の抽出

これらを元にして、「タイムライン総括表」を作成
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寝屋川流域
水害タイムライン
（総括表）について



タイムライン総括表の作成方針

l大阪府を運用主体とし、関係機関・団体・組織
との連携を示したタイムラインとしている。

l危険度や防災行動に準じて「タイムラインの対
応ステージ」を７段階に設定した。

l関係機関・組織内で完結する行動項目及び各主
体の具体的な行動（点検項目、調達品目等）は
各機関のマニュアルや計画で対応する
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タイムライン総括表の見方①

TLステージは７段階に設定

参加機関の機能や役割で整理

TLステージごとにその時々の事
象や発表される情報を記載



タイムライン総括表の見方②
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行動項目・行動細目・付箋の
意見を記載

第2回意思決定WGでの
付箋意見を整理・分類し、
大項目として「行動項目」

小項目として「行動細目」
として記載
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赤枠・黄色塗りつぶしの項目は、
ステージ移行のトリガー
となる項目

行動の手順（縦軸）や
組織間の連携（横軸）
が分かるように整理

タイムライン総括表の見方③

流域市
大阪府
関係機関
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本日のグループワークで、

●行動項目の抜け・漏れ・落ちの確認
●タイミングの修正等
を行い、
「寝屋川流域水害タイムライン総括表」の完成を目指す

今後について


